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古
木
勝
久
ブロ
グ

議
会
報
告
№
46
を

公
開
中

　
第
１
回
定
例
月
会
議
は
主
に
新
年
度
予
算
案
な
ど
を
審
査
す
る

議
会
で
す
。
昨
年
9
月
に
会
派
を
結
成
し
て
、
初
め
て
と
な
る
予

算
案
の
質
疑
で
し
た
。
施
政
方
針
に
対
し
古
木
勝
久
議
員
が
代
表

質
問
を
、
桑
原
昌
之
議
員
、
原
聡
議
員
、
田
中
め
ぐ
み
議
員
が
一

般
質
問
を
、
今
号
で
は
、
そ
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令和６年３月
第１回定例月会議

■
一
般
会
計
予
算
案
に
反
対

　
新
年
度
の
一
般
会
計
予
算

案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

た
が
、
私
た
ち
の
会
派
・
と

も
に
つ
く
る
秦
野
は
反
対
し

た
。
施
政
方
針
の
「
秦
野
み

ら
い
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
「
羽
根
森
林
資
源

活
用
拠
点
」
「
は
だ
の
ス

ポ
ー
ツ
ビ
レ
ッ
ジ
の
整
備
」

「
丹
沢
魅
力
づ
く
り
構
想
」

「
市
制
施
行
70
周
年
記
念
野

外
彫
刻
展｣｢

電
子
地
域
通
貨

事
業｣

な
ど
、
将
来
に
わ

た
っ
て
巨
額
の
予
算
が
想
定

さ
れ
る
事
業
や
構
想
が
中
心

で
あ
る
。

■
反
対
し
た
主
な
理
由

　
会
派
・
と
も
に
つ
く
る
秦

野
は
何
で
も
反
対
す
る
の
で

は
な
く
、
秦
野
の
未
来
に
ツ

ケ
を
残
す
よ
う
な
事
業
に
は

「
ノ
ー
」
で
あ
る
。
施
政
方

針
で
示
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
事

業
の
共
通
点
は
不
要
不
急
な

事
業
で
あ
り
、
事
業
が
決
定

す
る
ま
で
の
過
程
が
分
か
り

づ
ら
い
こ
と
で
あ
る
。

■
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援
で

秦
野
の
未
来
づ
く
り
を

　
今
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
若
い
人
た
ち
の

安
定
し
た
雇
用
や
男
女
の
賃

金
格
差
の
是
正
、
子
育
て
世

代
、
高
齢
者
等
へ
の
支
援
で

あ
る
と
考
え
る
。
市
民
に
寄

り
添
っ
た
、
人
へ
の
投
資
を

優
先
す
べ
き
で
あ
る
。

■
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

　
施
政
方
針
に
対
す
る
代
表

質
問
で
は
給
食
費
無
償
化
を

提
案
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
こ

ど
も
予
算
」
で
は
、
古
く
は

義
務
教
育
無
償
の
原
則
の
象

徴
で
あ
る
教
科
書
の
無
償
配

布
を
は
じ
め
、
最
近
で
は
児

童
手
当
の
支
給
対
象
者
の
拡

大
や
小
児
医
療
費
の
無
償

化
、
保
育
士
の
配
置
基
準
の

拡
大
等
で
は
地
方
自
治
体
が

国
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。

　
秦
野
市
が
、
子
育
て
し
や

す
い
街
づ
く
り
の
機
運
を
作

り
上
げ
る
た
め
に
も
、
給
食

費
無
償
化
の
取
り
組
み
の
先

頭
に
立
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
要
望
し
た
。

　
卒
業
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
３

月
議
会
は
「
教
育
」
を
テ
ー

マ
に
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

　
教
育
の
問
題
は
社
会
問
題

で
あ
り
、
「
家
庭
が
」
「
学

校
が
」
「
地
域
が
」
「
行
政

が
」
と
い
う
話
で
は
な
い
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分

事
と
し
て
捉
え
、
子
ど
も
た

ち
の
未
来
の
た
め
に
行
動
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

■
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
」
時
代
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

　
本
市
の
掲
げ
る
「
学
び
の

基
盤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は

「
教
え
る
か
ら
自
ら
学
ぶ
子

ど
も
像
」
を
目
指
し
て
い

る
。

　
自
ら
学
ぶ
こ
と
は
不
登
校

対
策
に
も
通
じ
、
一
人
ひ
と

り
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
学

習
に
は
一
人
１
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
が
欠
か
せ
な

い
。
令
和
７
年
度
に
迎
え
る

機
器
更
新
に
向
け
て
、
教
職

員
の
意
見
を
十
分
に
反
映
す

る
こ
と
や
十
分
な
予
算
措
置

を
講
じ
る
よ
う
要
望
し
た
。

■
教
職
員
の
勤
務
状
況

　
本
市
も
全
国
各
地
で
課
題

と
な
っ
て
い
る
教
員
不
足
に

は
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
る
。

新
年
度
は
全
て
の
学
級
で
担

任
が
配
置
で
き
る
状
況
と
い

う
こ
と
だ
が
油
断
は
で
き
な

い
状
況
は
続
く
。

　
小
中
学
校
で
は
教
職
員
の

約
３
割
が
20
代
で
あ
り
急
速

な
世
代
交
代
も
進
ん
で
お
り

十
分
な
研
修
や
支
援
体
制
が

求
め
ら
れ
る
。
教
職
員
の
笑

顔
は
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に

直
結
す
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら

な
る
労
働
環
境
の
改
善
を
要

望
し
た
。

■
学
校
と
地
域
住
民
と
の
連
携

　
市
内
各
小
中
学
校
で
は
、

「
八
重
桜
」
や
「
落
花
生
」

な
ど
地
域
素
材
に
着
目
し
た

テ
ー
マ
学
習
へ
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。
多
く
の

地
域
住
民
の
協
力
の
も
と
で

学
ぶ
こ
と
は
、
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
学

校
と
地
域
の
さ
ら
な
る
連
携

強
化
を
要
望
し
た
。

　
災
害
弱
者
に
な
り
や
す
い

子
ど
も
・
女
性
や
要
支
援
者

で
あ
る
高
齢
者
や
障
害
者
の

避
難
所
の
環
境
を
見
直
し
、

災
害
関
連
死
を
防
ぐ
た
め
対

策
が
必
要
で
あ
る
。

■
防
災
・
減
災
対
策

　
秦
野
市
に
お
け
る
避
難
所

の
環
境
を
確
認
し
た
。
新
年

度
妊
産
婦
、
高
齢
者
に
対
し

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
ベ
ッ
ド
を

導
入
す
る
。
避
難
所
運
営
委

員
に
女
性
を
配
置
す
る
な
ど

配
置
に
気
配
り
を
感
じ
た
。

　
避
難
所
に
自
力
で
は
行
け

な
い
認
知
症
の
高
齢
者
や
障

害
者
等
、
避
難
行
動
要
支
援

者
に
つ
い
て
市
は
個
別
避
難

計
画
作
成
を
進
め
て
い
る
。

要
配
慮
者
の
避
難
先
で
あ
る

連
携
協
定
先
と
コ
ロ
ナ
禍
、

意
見
交
換
が
見
送
ら
れ
て
い

た
た
め
、
今
後
一
層
の
連
携

強
化
を
要
望
し
た
。

■
秦
野
駅
北
口
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

　
令
和
５
年
11
月
に
行
わ
れ

た
社
会
実
験
の
総
括
と
商
店

街
へ
の
人
流
調
査
に
つ
い
て

確
認
。
周
知
に
繋
が
っ
た
と

の
こ
と
だ
が
、
人
流
調
査
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。
周
辺
地

域
の
消
費
に
つ
い
て
調
査
が

必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

ま
た
社
会
実
験
を
行
っ
た
市

道
６
号
は
、
災
害
時
の
緊
急

輸
送
路
で
あ
り
、
水
無
川
は

水
害
の
心
配
が
あ
る
。
災
害

は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
。
活
用
は
慎
重
に
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

■
Ｚ
ｉ
ｐ
　
Ｉ
ｎ
ｆ
ｒ
ａ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ

ｃ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
株
式
会
社
の
移
転

　
事
業
遂
行
上
の
不
透
明
感

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　
秦
野
市
で
行
っ
て
い
た
電

動
自
走
式
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の

開
発
拠
点
が
福
島
県
へ
。
市

を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た

同
社
と
の
連
携
協
定
に
つ
い

て
政
策
会
議
が
行
わ
れ
て
い

な
い
な
ど
、
理
に
適
っ
た
手

順
で
あ
っ
た
の
か
疑
問
が
残

る
。
さ
ら
に
連
携
協
定
に
つ

い
て
、
市
議
会
へ
情
報
提
供

が
な
く
締
結
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
連
携
協
定
の
あ
り
方
の

見
直
し
を
求
め
た
。

☎080-5375-3240

・北矢名　1期目
・文教福祉常任委員会委員

ホ
ー
ムペー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら

桑原昌之

☎070-1346-6395

・曽屋　1期目
・環境都市常任委員会副委員長

田中めぐみ

ホ
ー
ムペー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら

☎090-2667-5499

・今泉　2期目
・副議長、総務常任委員会

原 聡

ホ
ー
ムペー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら

　
昨
年
10
月
か
ら
会
派
と
も

に
つ
く
る
秦
野
に
合
流
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
副
議
長
の
原

聡
で
す
。
２
期
目
も
市
民
、

農
家
の
声
を
議
会
や
執
行
部

に
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

■
避
難
所
運
営

　
災
害
時
は
１
分
１
秒
に
命

が
か
か
っ
て
い
る
、
災
害
派

遣
医
療
チ
ー
ム
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

要
請
に
は
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
を
通
じ

て
通
信
不
全
下
で
も
、
被
災

状
況
・
避
難
所
状
況
な
ど
を

送
信
し
避
難
所
・
医
療
救
護

所
を
運
営
す
る
手
順
だ
が
、

対
応
可
能
な
衛
星
Ｗ
ｉ
︱
Ｆ

ｉ
は
市
内
で
１
カ
所
の
み
。

☆
ス
タ
ー
リ
ン
ク
の
導
入
と

市
民
の
１
秒
を
大
切
に
す
る

為
、
市
長
室
の
周
り
（
災
害

対
策
本
部
）
に
は
危
機
管
理

部
署
を
ま
と
め
て
配
置
し
て

ほ
し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

■
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
化

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環

促
進
法
が
一
昨
年
施
行
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
啓
発

と
し
て
は
だ
の
エ
コ
ス
ク
ー

ル
を
実
施
し
、
出
張
授
業
等

を
行
っ
て
い
る
と
の
事
で

あ
っ
た
。
☆
ご
み
ゼ
ロ
を
宣

言
し
て
い
る
県
内
の
市
町
村

と
の
差
を
し
っ
か
り
と
補
完

し
つ
つ
、
環
境
啓
発
を
し
て

ほ
し
い
。

■
自
衛
隊
へ
の
対
象
者
情
報
の
提
出

　
18
歳
年
度
の
市
民
１
４
０

４
人
の
戸
籍
デ
ー
タ
を
自
衛

隊
に
提
供
す
る
旨
を
広
報
効

果
測
定
未
実
施
の
公
式
Ｈ
Ｐ

や
広
報
紙
で
伝
え
き
れ
る
と

の
認
識
の
様
だ
が
発
刊
日
の

４
月
15
日
時
点
で
対
象
者
は

殆
ど
子
ど
も
な
の
で
本
市
か

ら
個
別
の
手
紙
で
除
外
申
請

（
締
切
５
月
15
日
）
と
併
せ

周
知
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
た

が
個
別
の
通
知
は
行
わ
な
い

と
い
う
秦
野
市
の
お
考
え
で

あ
っ
た
。
☆
こ
の
質
問
時
、

本
会
議
場
に
い
る
ほ
ぼ
全

員
、
学
生
の
時
、
市
の
広
報

紙
を
毎
月
見
て
い
な
か
っ
た

一
つ
の
事
実
が
、
平
和
の
反

対
語
は
戦
争
で
な
く
ペ
テ
ン

で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
私
に

認
識
さ
せ
て
く
れ
た
。

議会報告


